




















【要約】ハイリスク児の把握と保健医療機関の役割,地域機関との関係について検討した。

①被虐待児からみるハイリスク因子は,妊娠中から新生児期での要因やその前から存在す

る生活状況や親の状況が多く,周産期にかなり予測が可能であると思われる。

②ハイリスク因子の把握には,産科や新生児医療と保健所の連係が有効であろう。

③保健所では周産期の問題や子どもに養育の難しさや発育発達障害が疑われフォローされ

ている中から被虐待児の発見されることが多い。

④保健所は今も在宅の乳幼児の被虐待児を多く扱っていることから,ハイリスクの援助は

保健所が中心になるだろう。

⑤ハイリスクへの援助内容は,健康管理・育児指導・子どもに対する理解の向上・身近な

相談役・家族計画・必要機関への紹介等がある。

⑥在宅援助機関の骨組みは保健所・児童相談所・医療機関・保育所/幼稚園・福祉事務所

がネットワークを構築することでつくられる。


